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1280 　71巻 8号　2017 年 8月

	 第71回日本臨床眼科学会（日眼生涯教育事業）

日時 2017年 10月 12日（木）～15日（日）
会場 東京国際フォーラム（〒 100‒0005東京都千代田区丸の内 3‒5‒1）
 JPタワーホール＆カンファレンス（〒 100‒7090東京都千代田区丸の内 2‒7‒2）
学会長 吉冨健志（秋田大）
副学会長 吉本弘志（秋田県眼科医会）
プログラム委員長 黒坂大次郎（岩手医大）
テーマ Ophthalmology, the Next Generation（次世代の眼科学）
プログラム 特別講演
 　「緑内障視神経乳頭の不思議に迫る」富田剛司（東邦大・大橋）
 　「神経眼科疾患治療の進歩」三村　治（兵庫医大）
 招待講演
 　Steven D. Schwartz（Diabetic Eye Disease and Retinal Vascular Center, Jules Stein Eye Institute）
 　Joseph Caprioli（Glaucoma Division, Jules Stein Eye Institute）
 シンポジウム
 　「角膜治療の最近の進歩」
 　　オーガナイザー：山上　聡（日本大・板橋）・神谷和孝（北里大）
 　「白内障手術における虹彩マネージメント」
 　　オーガナイザー：西村栄一（昭和大・藤が丘）・徳田芳浩（井上眼科病院）
 　「屈折矯正手術としての白内障手術」
 　　オーガナイザー：鈴木久晴（日本医大・武蔵小杉）・根岸一乃（慶應大）
 　「眼炎症と緑内障」
 　　オーガナイザー：木内良明（広島大）・園田康平（九州大）
 　「網膜硝子体手術治療の近未来へのプロローグ」
 　　オーガナイザー：竹内　忍（竹内眼科クリニック）・高木　均（聖マリ医大）
 　「黄斑のクリニカルサイエンス」
 　　オーガナイザー：飯田知弘（女子医大）・石田　晋（北海道大）
 　「糖尿病網膜症の治療における新たな突破口」
 　　オーガナイザー：池田恒彦（大阪医大）・高村佳弘（福井大）
 　「ぶどう膜炎治療のホット・トピックス」
 　　オーガナイザー：蕪城俊克（東京大）・毛塚剛司（東京医大）
 　「眼感染症の新しい展開―新種・新薬・新疾患―」
 　　オーガナイザー：井上幸次（鳥取大）・秦野　寛（ルミネはたの眼科）
 　「斜視の術後長期経過」
 　　オーガナイザー：菅澤　淳（大阪医大）・三木淳司（川崎医大）
 　「神経原性疾患とその類似疾患の鑑別」
 　　オーガナイザー：石川　均（北里大）・山上明子（井上眼科病院）
 　「眼内腫瘍の最新画像診断学」
 　　オーガナイザー：後藤　浩（東京医大）・林　暢紹（須崎くろしお病院）
 　「視覚電気生理が切り拓く新しい網膜治療」
 　　オーガナイザー：近藤峰生（三重大）・國吉一樹（近畿大）
 　「コンタクトレンズを巡る諸問題」
 　　オーガナイザー：髙橋和博（花巻中央眼科）・植田喜一（ウエダ眼科）
 　「OCTプラスα」
 　　オーガナイザー：前田直之（大阪大）・石子智士（旭川医大）
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 会長枠シンポジウム
 　「OCTプラスβ」
 　　オーガナイザー：中村　誠（神戸大）・杉山和久（金沢大）
 　「眼科電子カルテとデータ標準化の未来」
 　　オーガナイザー：永田　啓（滋賀医大・医療情報）・吉冨健志（秋田大）
 　「眼循環と眼疾患」
 　　オーガナイザー：門之園一明（横浜市大・視覚再生外科）・中澤　徹（東北大）
 　「視野を広げよう」
 　　オーガナイザー：松本長太（近畿大）・飯島裕幸（山梨大）
 ナーシングプログラム「災害を語るパートⅡ～災害対策の自施設での取り組み」
 　オーガナイザー：張替涼子（新潟大）・山嵜　淳（熊本眼科）
 病医院運営プログラム「地震に対する病医院の備え」
 　オーガナイザー：加藤圭一（日本眼科医会）・長屋祥子（日本眼科医会）
 視能訓練士プログラム「こんなときどうする？　上下斜視の検査と診断」
 　オーガナイザー：木村亜紀子（兵庫医大）・瀬戸寛子（九州大）
 市民公開講座
 一般演題（講演・学術展示）
 インストラクションコース
 専門医制度講習会
 屈折矯正手術講習会
 オルソケラトロジー講習会
 各種セミナー
事前参加登録期間 2017年 3月 1日（水）正午～8月 4日（金）正午
参加登録受付 オンラインで受け付け。学会ホームページ「参加登録」にて登録のこと。
 参加費の支払いは，次のいずれかにて。
 　1．クレジットカード
 　2．主要コンビニエンスストア
 　3．ゆうちょ銀行振り込み
 　＊郵便振替での支払は非対応。
インストラクションコース事前登録期間
 第 2次事前予約期間
 7月 25日（火）9：00～8月 4日（金）正午　1人最大 6コースまで予約可能
インストラクションコース登録方法
 オンラインにて受け付け。学会ホームページ「インストラクションコース事前申込み」より登録す

ること。
主催 秋田大学大学院医学系研究科医学専攻病態制御医学系眼科学講座（〒 010‒8543秋田市本道 1‒1‒1）
 事務局長：石川　誠
 Tel. 018‒884‒6167　Fax. 018‒836‒2621
学会ホームページ http://:www.congre.co.jp/ringan71/
運営事務局 株式会社コングレ（〒 102‒8481東京都千代田区麹町 5‒1弘済会館）
 Tel. 03‒5216‒5318　Fax. 03‒5216‒5552　E‒mail：ringan2017@congre.co.jp

	 第53回日本眼光学学会総会

日時 2017年 9月 2日（土）～3日（日）
会場 御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター（〒 101‒0062　東京都千代田区神田駿河台 4‒6）
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会長 大野京子（東京医歯大）
主催 東京医科歯科大学眼科学教室（〒 113‒8519　東京都文京区湯島 1‒5‒45）
主なプログラム 特別講演　座長：大野京子（東京医歯大），演者：大鹿哲郎（筑波大）
（予定） シンポジウム 1「眼光学の他分野への応用（仮）」
 オーガナイザー：奥山文雄（鈴鹿医療科学大）・大沼一彦（千葉大・フロンティア医工学センター）
 　　　　　演者： 門之園一明（横浜市大・視覚再生外科）・伊東裕二（杏林大）・越田久隆（ソニー

ビジネスソリューション株式会社）・中村亮一（千葉大・フロンティア医工学セン
ター）

 シンポジウム 2「近視研究（最近の話題）」
 オーガナイザー：生野恭司（いくの眼科/大阪大/金沢大）・長谷部聡（川崎医大・川崎）
 　　　　　演者： 浅井智子（あさいアイクリニック）・新田耕治（福井県済生会病院）・石田友香（東

京医歯大）・Saulius Vernas（Carl Zeiss Vision）
 シンポジウム 3「眼科画像診断の最前線（仮）」
 オーガナイザー：吉田晃敏（旭川医大）・前田直之（大阪大）
 　　　　　演者： 神田寛行（大阪大）・津田　聡（東北大）・石羽澤明弘（旭川医大）・篠原宏成（東

京医歯大 )・三浦雅博（東京医大・茨城）
 教育セミナー「今更聞けない屈折矯正の基本」
 オーガナイザー：不二門尚（大阪大・感覚機能形成）・村上　晶（順大）
 　　　　　演者： 不二門尚（大阪大・感覚機能形成）・山口昌大（順大）・平岡孝浩（筑波大）・ 

稗田　牧（京都府医大）・根岸一乃（慶應大）
 日本眼光学学会奨励賞受賞講演，日本眼光学学会学術論文賞受賞記念講演，ランチョンセミナー，

イブニングセミナー，モーニングセミナー，機器展示，書籍展示
参加費 

事務局 株式会社 JTB コミュニケーションデザイン　コンベンション 2 局内
 Tel.06‒6348‒1391　Fax.06‒6456‒4105　E‒mail：53jsoo@jtbcom.co.jp

	 第55回六大学合同眼科研究会（日眼生涯教育事業　No.59155）

日時 2017 年 9 月 9 日（土）13 時開会予定
会場 九州大学医学部百年講堂大ホール
プログラム 教育講演　池田康博（九州大学医学研究院眼病態イメージング講座）
 特別講演　近藤峰生（三重大学大学院医学系研究科臨床医学系講座眼科学）
演題募集 演題締切は 2017 年 8 月 4 日（金）必着。
 演題名・氏名（連名の場合は演者に○）・所属・所在地を記入。コンピュータ出力によるデジタルプ

レゼンテーションのみ｡ 講演時間は 7 分。
申込先 〒 812‒8582 福岡市東区馬出 3‒1‒1　九州大学眼科学教室（医局長：久冨智朗）
 Tel. 092‒642‒5648　Fax. 092‒642‒5663　E‒mail：oculus@med.kyushu-u.ac.jp

	 第35回日本眼腫瘍学会

日時 2017 年 9 月 23 日（土）～24 日（日）
会場 KFC ホール（〒 130‒0015 東京都墨田区横網 1‒6‒1）
会長 溝田　淳（帝京大）

当日登録

会員 ¥15,000

非会員・企業 ¥18,000

コ・メディカルなど  ¥8,000
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運営事務局 帝京大学医学部眼科学講座内（〒 173‒8605東京都板橋区加賀 2‒11‒1）
 Tel. 03‒3964‒1225　Fax. 03‒3964‒1402　E‒mail：jsoo35@med.teikyo-u.ac.jp
学会ホームページ http://www.jsoo35.com

	 The	21st	IRSJ（2017）・第17回眼科臨床機器研究会ジョイントセミナー

日時 2017年 10月 21日（土）13：00～18：30
会場 横浜シンポジア（〒 231‒0023横浜市中区山下町 2番地　産業貿易センタービル 9F）
プログラム The 21st IRSJ（2017）13：00～15：00
 　メインテーマ：「患者の満足度を高める連携医療」
 　モデレーター：神谷和孝，川守田拓志
 　　1．「患者の日常生活から考える白内障，屈折矯正手術（仮）」根岸一乃（慶應大）
 　　2．（仮）「私が関わってきた医工連携（仮）」大沼一彦（千葉大）
 　　3．「白内障手術における医師，視能訓練士，眼科スタッフとの連携（仮）」二宮欣彦（行岡病院）
 第 17回眼科臨床機器研究会（日本眼科学会専門医認定事業申請中）15：30～18：30
 　講演Ⅰ「スポットビジョンスクリーナー」
 　モデレーター：後関利明（北里大）
 　　1．「スポットビジョンスクリーナーその特徴と有効な使い方」
 　　　　　安城奈緒（ウェルチ・アレン・ジャパン）
 　　2．「乳幼児に対するスポットビジョンスクリーナーの有用性」
 　　　　　仁科幸子（国立成育医療研究センター）
 　　3．「歳集団健診で導入したスポットビジョンスクリーナーの効果（仮）」
 　　　　　尾上泰弘（田川市立病院）
 　講演Ⅱ「レーザースペックルフローグラフィー」
 　モデレーター：柳田智彦（北里大）
 　　1．「緑内障について（仮）」演者選定中
 　　2．「視神経疾患の診断における LSFGの有用性」前久保知行（眼科三宅病院）
 　　3．「網脈絡膜疾患への臨床応用」松本　直（東邦大学医療センター大森病院）
 　講演Ⅲ「Minimally Invasive Glaucoma Surgery（MIGS）：臨床成績と手技のコツ」
 　モデレーター：松村一弘（北里大）
 　　1．「トラベクトーム手術」笠原正行（北里大）
 　　2．「マイクロフック ab internoトラベクロトミー」谷戸正樹（松江赤十字病院）
 　　3．「iStent」栗原勇大（山王台病院）
 併設医薬品・医療機器展示
参加登録受付 本会ではゆうちょ銀行の振替口座にて，事前登録を受け付け。
会費 

 ※払込取扱票は，参加者 1名につき 1枚使用。
 ※事前登録は理由のいかんにかかわらず返金不可。二重登録にご注意のこと。
 ※事前登録をいただいた方には，プログラム・抄録集を送付（2017年 9月下旬予定）。
主催 北里大学眼科
 〒 252‒0374　相模原市南区北里 1‒15‒1

参　加　費
医師・企業研究員 コメディカル

事前 当日 事前 当日

The 21st IRSJ（2017） 4,000円 5,000円 3,000円 4,000円

第17回眼科臨床機器研究会 4,000円 5,000円 3,000円 4,000円

2学会共通 7,000円 9,000円 5,000円 7,000円
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 Tel. 042‒778‒8464　Fax. 042‒778‒2357
 The IRSJ 会長：神谷和孝
 眼科臨床機器研究会会長：庄司信行
事務局 スタッフルームタケムラ有限会社内（〒 169‒0075 東京都新宿区高田馬場 2‒4‒7）
 Tel. 03‒5287‒3801　Fax. 03‒5287‒3802
 E‒mail IRSJ：rssympo@staffroom.jp／眼科臨床機器研究会：symposia@staffroom.jp
学会ホームページ IRSJ：https://www.irsjws.com/
 眼科臨床機器研究会：http://www.soci.jp

	 第32回日本糖尿病合併症学会・第23回日本糖尿病眼学会総会

日時 2017 年 10 月 27 日（金）～29 日（日）
会場 京王プラザホテル（〒 160‒8330 東京都新宿区西新宿 2‒2‒1）
テーマ 「チームで結ぶ輪と和」
プログラム 詳しくは学会ホームページ（http://jsdc32jsod23.umin.jp）を参照。
参加費 医師・研究者・一般／10,000 円，メディカルスタッフ／5,000 円
 ※当日会場にて支払い。
市民公開講座 「ある日，突然見えなくなる―あなたの眼に忍び寄る糖尿病の話」
 2017 年 10 月 29 日（日）10：00～12：00
 参加費：無料。申し込み方法は学会ホームページを参照
事務局 市立札幌病院眼科（〒 060‒8604 北海道札幌市中央区北 11 条西 13 丁目 1‒1）
 Tel. 011‒726‒2211　Fax. 011‒726‒7912
学会ホームページ http://jsdc32jsod23.umin.jp
運営事務局 株式会社 MA コンベンションコンサルティング内
 （〒 102‒0083 東京都千代田区麹町 4‒7　麹町パークサイドビル 402）
 Tel. 03‒5275‒1191　Fax.03‒5275‒1192　E‒mail：jsdc32jsod23@macc.jp

	 第243回O.C.C.

日時 2017 年 10 月 28 日（土）14：00～17：00
会場 第二吉本ビルディング（〒 530‒0001　大阪市北区梅田 2‒2‒2 ヒルトンプラザ・ウエスト・オフィス

タワー 8 階）
テーマ サージカル網膜 update 2017
連絡先 大阪大学大学院医学系研究科眼科学教室
 Tel. 06‒6879‒3456　Fax. 06‒6879‒3458

	 第58回日本視能矯正学会

日時 2017 年 10 月 28 日（土）～29 日（日）
会場 仙台国際センター（〒 980‒0856 仙台市青葉区青葉山無番地）
学会長 小野峰子（東北文化学園大）
名誉会長 浅野浩一（東北文化学園大）
テーマ 快適な見え方の探求
プログラム 特別講演Ⅰ「糖尿病網膜症の現状と最新の治療」山下英俊（山形大）
（予定） 特別講演Ⅱ「有効な検査から見えてくる新たな緑内障の世界」中澤　徹（東北大）
 シンポジウムⅠ「Vision Care を考える」
 　座長：根本加代子（根本眼科）・小野峰子（東北文化学園大）

2026/09/15 08:16:02



1285　71巻 8号　2017 年 8月

 　　「QOL（生活の質）とQOV（視覚の質）を生活者の視点でとらえる（仮）」鈴鴨よしみ（東北大）
 　　「視能訓練士は，見え方をどうとらえているか（仮）」丹治弘子（東北文化学園大）
 　　「Vision Careを担う―視能訓練士の立場から」南雲　幹（井上眼科病院/日本視能訓練士協会会長）
 シンポジウムⅡ「プリズム眼鏡」
 　座長：鈴木利根（獨協医大・越谷）
 　　「麻痺性斜視の治療とプリズム眼鏡の適応（仮）」鈴木利根（獨協医大・越谷）
 　　「プリズム眼鏡の基礎と選定の実際」稲垣理佐子（浜松医科大）
 　　「プリズム眼鏡と部分遮閉併用の実際（仮）」杉谷邦子（獨協医大・越谷）
 一般演題（口頭，ポスター），共催セミナー（ランチョン，モーニング），器械展示・書籍展示，ビ

ジョンバンの展示－ビジョンバン内で検査体験をしてみよう！
事前登録期間 2017年 5月 10日（水）～8月 4日（金）当日払込分まで有効
 郵便振替にて事前登録を受け付け。
 ・ 払込取扱票（事前登録用紙）を利用のうえ，できる限り事前登録をすること。日本視能訓練士協会

会員へは 6月上旬発送済のニュースレターに同封。
 ・払込取扱票は参加者 1名につき 1枚使用すること。
 ・ 追加部数が必要な場合は，本会ホームページの参加登録ページにアクセスのうえ，払込紙請求画面

より必要事項を入力するか，以下登録係まで E‒mailまたは FAXにて請求すること。

 

 ※ 1　公益社団法人日本視能訓練士協会会員
 ※ 2　  学生は，参加区分の証明が必要。
学会ホームページ http://convention.jtbcom.co.jp/58ort/
演題・登録係 株式会社 JTBコミュニケーションデザイン　ミーティング＆コンベンション事業部
 〒 530-0001大阪市北区梅田 3‒3‒10　梅田ダイビル 4F
 Tel. 06‒6348‒1391　Fax. 06‒6456‒4105　E‒mail：58ort@jtbcom.co.jp

	 第55回日本神経眼科学会総会（日眼生涯教育事業　No.	59051）

日時 2017年 11月 10日（金）～11日（土）
会場 パシフィコ横浜アネックスホール（〒 220‒0012　横浜市西区みなとみらい 1‒1‒1）
会長 石川　均（北里大）
テーマ Neuro-Ophthalmology Network（神経眼科網）
プログラム 招待講演　  Joseph L. Demer（Pediatric Ophthalmology & Strabismus Division , Stein Eye Institute, David 

Geffen School of Medicine UCLA）
 シンポジウム 「神経眼科と他科・他領域のNetwork」 

「神経眼科と斜視のNetwork」
 教育講演「若手医師による入門神経眼科」
 視能訓練士プログラム「神経眼科と視能訓練士のNetwork」
 一般口演，ポスター発表，共催セミナー，併設機器展示
事前参加登録 2017年 5月 25日（木）～9月 29日（金）当日消印有効
（予定） オンラインまたは郵便振替にて受け付け。

参加区分 事前 当日

会員（賛助会員含む）※ 1 8,000円 11,000円

非会員（企業研究員含む） 13,000円 15,000円

学生※ 2 2,000円 2,000円
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参加費 

 ※ Saturday Pass は 11 月 11 日（土）午後のみ参加可能。医師以外の医療従事者・大学院生が登録可能。
 詳細は下記ホームページにて。
学会ホームページ http://www.kitasato‒u.ac.jp/ahs/55janos/
主催事務局 北里大学医療衛生学部（〒 252‒0373 相模原市南区北里 1‒15‒1）
 Tel. 042‒778‒9416　Fax. 042‒778‒9417
運営事務局 北里ライフサービス株式会社（〒 252‒0329 相模原市南区北里 1‒15‒1）
 Tel. 042‒778‒8703　Fax. 042‒777‒6380　E‒mail：55janos@kitasato‒life.co.jp

	 第56回日本網膜硝子体学会総会　合同開催The	2nd	Taiwan-Japan	Vitreoretinal	
Joint	Meeting

日時 22017 年 12 月 1 日（金）～3 日（日）
会場 東京国際フォーラム（〒 100‒0005　東京都千代田区丸の内 3‒5‒1） 

Tel. 03‒5221‒9000
会長 山本修一（千葉大）
主催 千葉大学大学院医学研究院眼科学（〒 260‒8677　千葉市中央区亥鼻 1‒8‒1） 

Tel. 043‒222‒7171
プログラム 招待講演  Paulo Stanga〔Manchester Vision Regeneration (MVR) Lab at MREH and NIHR〕
 第 20 回盛賞受賞講演　受賞者：山下英俊（山形大）
 第 10 回田野 YIA 受賞講演　受賞者：井上麻衣子（横浜市立大）・村上裕介（九州大）
 シンポジウム 1「難治性網膜疾患への外科的挑戦」
 オーガナイザー：平形明人（杏林大）・ 瓶井資弘（愛知医大）
 　　　　　 演者： Paulo Stanga〔Manchester Vision Regeneration (MVR) Lab at MREH and NIHR〕・日

下俊次（近畿大・堺）・田中住美（竹内眼科）・中静裕之（日本大）・馬場隆之（千
葉大）

 シンポジウム 2「抗 VEGF 療法の効果増強戦略」
 オーガナイザー：髙橋寛二（関西医大）・ 辻川明孝（京都大）
 　　　　　演者： 丸子一朗（女子医大）・ 安川　力（名古屋市大）・Quan Dong Nguyen （Byers Eye 

Institute, Stanford Univ）・辰巳智章（千葉大）・家里康弘（信州大）
 教育セミナー 1「網膜硝子体手術の基本手技」
 オーガナイザー：三田村佳典（徳島大）・石田政弘（帝京大・溝口）
 　　　　　演者： 馬場隆之（千葉大）・石田政弘（帝京大・溝口）・坂口裕和（大阪大・先端デバイ

ス医学寄附講座）・香留　崇（徳島大）・井上　真（杏林大）

区分 事前登録 当日登録

医師

会員 12,000 円 17,000 円

非会員 15,000 円 20,000 円

卒後 4 年目まで 5,000 円 8,000 円

医師以外の医療従事者
会員 5,000 円 8,000 円

非会員 8,000 円 10,000 円

大学院生 5,000 円 8,000 円

大学生・専門学校生 1,000 円 2,000 円

その他
会員 12,000 円 17,000 円

非会員 15,000 円 20,000 円

Saturday　Pass　※ 会員 3,000 円 4,000 円
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 教育セミナー 2「検査・画像診断」
 オーガナイザー：篠田　啓（埼玉医大）・高木　均（聖マリ医大）
 　　　　　演者： 今村　裕（帝京大・溝口）・森　隆三郎 ( 日本大 )・向後二郎（聖マリ医大）・北橋

正康（千葉大）・近藤峰生（三重大）
 一般講演（口演），一般講演（学術展示デジタルポスター），ランチョンセミナー，イブニングセミ

ナー，モーニングセミナー，機器展示，書籍展示
事前参加登録 2017 年 6 月 8 日（木）～10 月 6 日（金）当日消印有効
 

 ※ 1　主任教授もしくは所属長の証明が必要
 ※ 2　12 月 3 日（日）のみ参加可能
 郵便払込取扱票は，「日本の眼科」6 号に綴じ込み。
 その他詳細は本学会総会ホームページにて。
問い合わせ先 第 56 回日本網膜硝子体学会総会　事務局
（事務局） 株式会社 JTB コミュニケーションデザイン　コンベンション 2 局内
 Tel. 06‒6348‒1391　Fax. 06‒6456‒4105　E-mail：56moumaku@jtbcom.co.jp
学会ホームページ http://convention.jtbcom.co.jp/56moumaku / 

	 第17回近畿弱視斜視アフタヌーンセミナー（日眼生涯教育事業　No.13772）

日時 2018 年 2 月 24 日（土）14：45～18：15
会場 大阪リバ－サイドホテル（〒 534‒0027 大阪市都島区中野町 5‒12‒30）
テーマ 弱視・斜視の基礎と最新情報シリ－ズ　その 2「弱視・斜視の臨床と最新情報」
プログラム 講演 1「アトロピンの臨床と最新情報」内海　隆（内海眼科医院）
 講演 2「サイプレジンの臨床と最新情報」三宅三平（勝川三宅眼科）
 講演 3「弱視診療の臨床と最新情報」杉山能子（金沢大）
 講演 4「小児の視力と屈折の臨床と最新情報」初川嘉一（大阪母子医療センター）
 ワ－クショップ：レチノスコピ－　指導：湖崎　克　名誉会員＋全メンバ－
会費 医師 3,000 円・非医師 1,000 円（いずれも当日登録）
主催 近畿弱視斜視研究会（不二門尚，東山智明，初川嘉一，木村亜紀子，三村　治，三宅三平，森本　壮，

村木早苗，野村耕治，近江源次郎，佐々本研二，白井久美，菅澤　淳，杉山能子，山縣祥隆，横山　
連，内海　隆），参天製薬株式会社

事務局 内海　隆（医療法人内海眼科医院　tel：072‒626‒1223）

	 第122回日本眼科学会総会

日時 2018 年 4 月 19 日（木）～22 日（日）
会場 大阪国際会議場（〒 530‒0005 大阪市北区中之島 5‒3‒51）
 リーガロイヤルホテル大阪（〒 530‒0005 大阪市北区中之島 5‒3‒68）
総会長 井上幸次（鳥取大）
主催 鳥取大学医学部視覚病態学教室（〒 685‒8504 米子市西町 36‒1）

区分 事前登録 当日登録

会員医師 ¥15,000 ¥18,000

会員医師以外（コ・メディカル/その他）※ 1 ¥7,000 ¥9,000

非会員医師・企業 ¥20,000 ¥22,000

非会員医師以外（コ・メディカル/その他）※ 1 ¥9,000 ¥11,000

コメディカルサンデーパス※ 1・2 ― ¥2,000
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主なプログラム 招待講演
（予定） 特別講演
 評議員会指名講演
 シンポジウム
 International Session
 ARVO/JOSシンポジウム
 教育セミナー
 サブスペシャリティサンデー
 スキルトランスファー
 一般演題（口演・学術展示）
 専門医制度講習会
 眼科指導医講習会
 屈折矯正手術講習会
 オルソケラトロジー講習会
 市民公開講座
 ランチョンセミナー，イブニングセミナー，モーニングセミナー
 併設器械展示・書籍展示
演題募集 詳細は本総会ホームページを参照。
事前参加登録期間 詳細は本総会ホームページを参照。
学会ホームページ http://convention.jtbcom.co.jp/122jos/
運営事務局 株式会社 JTBコミュニケーションデザイン　ミーティング＆コンベンション事業部内
 （〒 530‒0001大阪市北区梅田 3‒3‒10　梅田ダイビル 4F）
 Tel. 06‒6348‒1391　Fax. 06‒6456‒4105　E‒mail：122jos@jtbcom.co.jp
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